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ボランティアだより

「防災講座」
～災害図上訓練※ＤＩＧ（ディグ）
 を体験して 防災力を高めよう～

を開催しました

府中市ボランティアセンター主催

この広報誌は、赤い羽根共同募金の助成を受け実施しています。

　台風による大雨災害を想定し、大きな地図を囲んで川の氾濫や土

砂崩れなどを避けた安全な避難ルートや、持参すべき防災用具は何

かなど、参加者が意見を出し合い防災対策を地図に書き込んでいく

災害図上訓練を、市内の防災士の指導により、２月２８日（土）、リ・フ

レで開催しました。

　６９名が参加したこの講座では、防災の基礎知識を学び、図上訓練

を体験することで、日頃からの地域のつながりや、いざという時の備

えの大切さを学ぶことができました。

※　DIG（ディグ）は、災害（Disaster）のD、想像力（Imagination）のI、
　ゲーム（Game）のGの頭文字を取って名付けられた、誰でも企画・運営
　できる、簡単な災害図上訓練ノウハウの名前です。
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昨
年
、
広
島
県
内
で
は
三
四
三
件

の
特
殊
詐
欺
が
発
生
し
、
被
害
額
は

十
六
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
署
館
内
で
は
六
件
が
発

生
し
、
被
害
額
は
二
千
万
円
を
超
え

て
お
り
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
と
は
、
直
接
会
わ
ず
に

電
話
を
か
け
る
な
ど
し
て
、
口
座
振

込
等
の
方
法
で
、
不
特
定
多
数
の
人

か
ら
現
金
を
騙
し
取
る
詐
欺
を
い
い

ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
に
は
、
息
子
や
孫
を
か

た
っ
て
現
金
を
要
求
す
る
「
な
り
す

ま
し
詐
欺
」
、
未
公
開
株
等
の
売
買

を
装
っ
た
「
金
融
商
品
取
引
名
目
詐

欺
」
、
「
架
空
請
求
詐
欺
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
広
島
県
警
で
は
特
殊
詐
欺

の
被
害
額
を
年
間
十
億
円
以
下
に
抑

え
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
な
く
そ

う
特
殊
詐
欺
被
害
・
ア
ン
ダ
ー
10
作

戦
」
を
、
当
署
で
は
年
間
一
千
万
円

以
下
に
抑
え
る
「
ア
ン
ダ
ー
１
作

戦
」
を
実
施
し
て
お
り
、
抑
止
・
検

挙
の
両
面
か
ら
諸
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。

○
「
現
金
送
れ
」
は
す
べ
て
サ
ギ
!

　

現
金
を
「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
」
や
宅

配
便
で
送
る
こ
と
は
、
法
律
や
各
事

業
者
の
約
款
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

相
手
が
「
お
金
を
郵
送
・
宅
配
で

送
れ
」
と
い
う
指
示
を
し
て
き
た

ら
、
そ
れ
は
詐
欺
で
す
。

　

す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
、
110
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
即
断
」
よ
り
ま
ず
「
相
談
」

　

犯
人
は
、
不
安
に
さ
せ
る
言
葉
を

巧
み
に
使
い
、
被
害
者
を
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
お
と
し
い
れ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

あ
や
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
、
一
人
で
決
め
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
ひ
と
ま
ず
電
話
を
切
っ
て
、

家
族
や
知
人
、
警
察
等
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

○
家
族
・
地
域
で
高
齢
者
へ
の
声
か

　
け
を

　

被
害
者
の
七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
が

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、

犯
人
グ
ル
ー
プ
は
高
齢
者
の
資
産
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　

特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
へ
は
、
家
族
か
ら
は
帰
省
の
際
や

電
話
を
通
じ
て
、
地
域
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
等
を
通
じ
て
、
し
っ
か

り
と
注
意
を
促
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

実
際
に
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
ほ

ぼ
全
員
が
、
特
殊
詐
欺
の
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
約
九
割
の
方

が
「
ま
さ
か
自
分
が
被
害
に
遭
う
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。」
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　

知
識
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
こ
と

と
し
て
捉
え
て
い
な
い
と
騙
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
手
口
は
日
々
新
し
く

な
り
、
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
大
切
に
貯
め
た
お
金
を
み
す
み

す
悪
い
輩
に
渡
し
て
し
ま
わ
ぬ
よ

う
、
自
ら
注
意
す
る
と
と
も
に
、
お

互
い
に
声
を
か
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
な
く
そ
う
　
特
殊
詐
欺
被
害
」
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連載44　ふれあい いきいきサロン連載44　ふれあい いきいきサロン
　

見
晴
サ
ロ
ン
は
、
平
成
十
一
年
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
始
め

て
十
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
で
は
、
地

域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
定
着
し
て
き

て
い
ま
す
。
月
１
回
の
サ
ロ
ン
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
健
康
体
操
、
食
育
活
動
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
音
楽
療
法
、
し
め
縄
作

り
、
一
人
暮
ら
し
の
集
い
、
健
康
講
座
な

ど
、
工
夫
し
た
活
動
は
皆
さ
ん
の
心
を

和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

見
晴
町
は
、
府
中
市
で
初
の
新
興
団

地
と
し
て
市
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
造

成
し
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
高

齢
化
率
も
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
年
齢
が
近
い
こ
と
か
ら
、
お
互

い
の
協
力
心
が
強
く
、
あ
ら
ゆ
る
行
事

等
の
取
り
組
み（
推
進
）に
大
き
な
糧
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
集
い
で
は
、
女
性
会

の
皆
さ
ん
の
調
理
で
食
事
を
一
同
に
会

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
前
か

ら
は
出
席
者
も
少
な
い
た
め
、
女
性
会

が
約
三
十
食
の
幕
の
内
弁
当
を
趣
向
を

凝
ら
し
て
作
り
、
役
員
が
対
象
者
宅
へ
昼

食
時
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は

「
近
所
の
〇
〇
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
る

約
束
を
し
て
い
る
の
で
近
況
を
話
し
な

が
ら
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
。

一
方
、
反
省
会
で
は
「
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
作
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。」
ま
た
、

「
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
」
と
女

性
会
の
皆
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
女
性
会
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

見
晴
サ
ロ
ン

み
は
ら
し

山
崎
　
信
也

（
見
晴
町
）

や
ま
　
さ
き
　
　
　
の
ぶ
　
や

【問い合わせ先】  府中市社会福祉協議会　地域福祉課　℡ 47－1294

▲お花見会 庄原市高野町 円正寺 枝垂桜の前にて

　府中市社協は､身近な居場所（常設的なお茶の間サロン）を拠点に、生活のしづらさや気がか
りを話し合い､考えるための「場づくり」､「人づくり」､「活動づくり」を通して、誰もひとり
にしない地域づくりを進めています。
　「お茶の間サロンって何だろう」、「どんな活動をしているの」、「自分の町で、お茶の間
サロンを始めてみたい」などお茶の間について興味、関心のあるサロン役員、地区社協役員、
住民の方は下記までお問い合わせください。

『お茶の間』
あなたの

町に をつくってみませんか？
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平成26年度　事業報告と決算
① 地域福祉活動の推進
◇ふれあい・いきいきサロン事業の推進
◇上下地区いきいきふれあい事業
◇小地域お茶の間づくりの推進
◇音楽療法事業の充実、強化

◇地区社協活動への支援と助成
◇敬 老 事 業 の 推 進
◇生活応援事業「ささえあいネットすけっとや」の推進

◇備　品　貸　出　事　業

【収入:537,902,894】単位：円 単位：円【支出:537,902,894】

高  齢  者：268回　延5,129人
シルバーコーラス：  48回　延　643人

開催地区89か所 1,671回　延利用者数29,362人
開催回数 9回　延参加者数351人
実施地区：上辻町　開催状況：延39回 1,200人

地区社協活動への助成金交付・小地域福祉活動助成　延51地区
32地区で開催　敬老人員7,774人 / 百歳万歳：17名にお祝い金50,000円

成　　人：142回　延1,549人
ピアノ教室：124回　延   124人

子 ど も：155回　延455人

協力員･登録者数：116人 / 実働者数：31人 / 活動状況：相談件数 256件 / 活動件数 197件
レクリエーション機材、車いす等介護機器、マイクロバス

② 福祉教育とボランティア活動の推進
◇福祉教育活動の推進

◇ボランティア活動の推進

◇障害者社会参加促進事業および障害者週間記念事業の実施

社協による福祉体験学習の実施　12回（小学校6校）
中学生社会福祉施設等体験学習　11施設・参加者67名
登録団体31団体、378人・登録個人　本所5人　支所216人
ボランティア活動のコーディネート
養成講座：防災講座～災害図上訓練を体験して防災力を高めよう～
広島土砂災害ボランティア活動

技術ボランティアの養成（要約筆記、手話、朗読、点訳）、派遣（手話、要約筆記）
障害者週間記念事業『つなごうDay』の実施  参加者220人

③ 福祉サービス事業の推進
◇福祉サービス利用援助事業（かけはし）の推進　
◇権利擁護センター事業の推進　
◇福祉相談センター事業の推進
◇生活福祉資金などの資金貸付     　       ◇民生委員・児童委員活動の推進

・第1水曜日  司法書士相談：62件　・第３水曜日  法律相談：96件　・毎週水曜日  一般相談：30件

④ 在宅福祉サービス事業の推進
◇介護保険事業の推進

◇障害福祉サービス事業 / 居宅介護事業
◇介護保険対象外サービスの実施　　
◇身体障害者生活介護事業の実施　　　
◇家族介護者支援事業の実施

・訪問介護事業　　  延利用者数　介護：　1,472人　予防：1,276人
・訪問入浴介護事業  延利用者数　　　　　  333人　
・居宅介護支援事業  プラン作成利用者　延3,230人　認定調査数  204人

⑤ 法人の運営に関する事業の推進
◇財政基盤の確立

◇福祉バザー等の実施

延利用者数 445人  入浴サービス事業 延利用者数 　12人
高齢者生活管理指導員、家庭生活員の派遣　おまかせ事業
生活介護　延利用者数　561人　　日中一時　延利用者数 128人
元気回復事業　2回実施　参加者数64人

・一般会費　1世帯300円　
・賛助会費　1口2,000円　
・団体会費　1口3,000円

・健康＆福祉まつり2014（10/4,5）
・福祉バザー（12/6）

◇府中市共同募金委員会活動の推進
◇日本赤十字社府中市地区活動の推進

利用者 42人  支援回数 2,739回  相談件数 197件  契約件数 11件  終了件数 6件
法人後見事業の推進：新規相談件数 18件　延対応件数 68件　受任件数 2件　支援件数 428件

収支決算

前期未支払
資金残高

86,520,693
その他の収入
27,618,406
その他の収入
27,618,406

経理区分間繰入金
56,158,833

利息 4,173,517

雑収入 8,737,627

自立支援費
33,606,550

介護保険
157,856,892

負担金 3,612,697

共同募金配分金
5,411,407

貸付事業
230,000

事業収入
6,121,950

受託金
89,816,169

補助金 46,209,080

寄付金 6,731,873
会費 5,097,200

当期末支払
資金残高
96,060,054

財務支出計
32,977,587

施設整備等支出
6,139,804

基金運営事業
1,735,940

資金貸付事業
1,499,383
施設管理運営事業
52,945,208

ふれあいの
まちづくり事業
1,796,000 在宅福祉事業1,546,000

介護保険事業
159,028,392 障害者福祉事業

48,296,999

共同募金
配分事業
5,411,407

ボランティア
運営事業
4,031,818

地域福祉活動
47,197,925

法人運営
79,236,377
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　地域福祉を推進するために、健全な財政基盤の確立と人材育成に努めます。

① 法人の運営に関する事業の推進

　少子高齢化や人口減少、認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加、また、地域社会や家族意識の変化など、私たちを取り巻く状
況は変化しています。そうした中で社会的孤立や貧困を背景とする生活課題や福祉課題が多く表れています。このような課題の対
応としては、公的な制度やサービスだけでなく助け合いの理念に基づく住民活動や互いに支えあう地域づくりが欠かせません。
　平成 27年度社会福祉協議会は、地域でのサロン活動やささえあいネット「すけっとや」などこれまで行ってきた事業を推進する
とともに、生活困窮者に対する自立支援事業など新たな事業を開始し、「住み慣れた地域で安心して健やかに暮らし続けたい」と
いう住民の願いにこたえられるよう事業展開を進めます。

平成27年度　事業計画と予算
基本理念 誰もが安心して暮らせるまちづくり

◇理事会、評議員会の開催
◇賛助会員の加入促進

◇法人事務局として人事管理、財務管理
◇広報啓発活動

　地区社協活動や小地域でのふれあいサロン事業を通じて、住民間のつながりづくり、援助を必要としている人に対する身近な支援など住民主体の
地域福祉活動を推進します。また福祉やボランティア活動に関する理解と関心を深めるとともに、ボランティアの育成、活動の充実を図ります。

② 地域福祉活動の推進

◇地区社協活動への支援と助成　　◇ふれあい・いきいきサロン事業の推進　　　◇音楽療法事業の充実、強化
◇敬老事業の推進　　　　　　　　◇ささえあいネット「すけっとや」の推進　　　◇ボランティアセンター事業の実施
◇福祉教育推進事業　　　　　　　◇民生委員・児童委員活動の推進　　　　　　◇障害者社会参加促進事業の実施
◇障害者週間事業の実施　　　　　◇備品貸出事業

　生活課題を抱えた人たちが地域で安心して生活を維持継続していくために、生活困難者の自立支援、相談所の運営、権利擁護事業
の推進、資金貸付事業等を関係機関、団体と連携して行います。

③ 生活支援事業の推進

◇福祉サービス利用援助事業の推進
◇生活困窮者自立相談支援事業の実施

  利用者の尊厳に基づいた適切なサービス提供に努めるとともに、制度改革を注視した経営の安定と効率的運営、安心・安全な
サービス提供体制の資質的向上を図る。また在宅介護者の支援に努める。

④ 在宅福祉サービス事業の推進

◇権利擁護事業の推進
◇生活福祉資金などの貸付

◇ふくし相談事業の推進

◇家族介護者交流事業の実施
◇介護保険対象外サービスの実施

　府中市こどもの国、あさひ児童館の運営を通じ、子どもの成長に応じた児童健全健全育成のための事業を展開する。また、子どもと
保護者が地域で安心して暮らせるよう、親子の交流拠点や居場所としての機能の充実を図る。

◇元気ふれあい通所事業の実施
◇障害者福祉事業の推進

◇介護保険事業の推進

⑤ 児童福祉事業の推進

◇あさひ児童館管理運営事業 ◇府中市こどもの国管理運営事業

収支予算 【収入:516,304】単位：千円 単位：千円【支出:516,304】

前期未支払
資金残高
78,042

その他の
活動収入
60,448

その他 9,640
利息 2,954

障害福祉サービス
37,515

介護保険
157,353 負担金4,112

事業収入6,353
貸付事業 500

受託金
101,655

補助金
48,876

寄付金4,000
会費4,856

当期末支払
資金残高
75,477

その他の活動支出
51,530

施設設備支出
110 児童福祉事業

51,621

在宅福祉サービス事業
204,553

生活支援事業 21,378

地域福祉事業 47,669

組織運営
63,966
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府中市くらしサポートセンターを
開設しました

問い合わせ先：社会福祉協議会 地域福祉課 音楽療法（担当者：野路、宮岡）
℡ 0847－47－1297

音楽療法だより

夏休み特別企画！
珍しい楽器に触れてみよう

日 　 時：

内 　 容：

 

対 　 象：
 

定 　 員：

受 講 費：

受付開始：

募集締切：

１回目　平成27年７月22日（水）10～11時　（リフレ２階　会議室）
２回目　平成27年７月29日（水）10～11時　（リフレ３階　パレアホール）

７月22日…トーンチャイムに触れる体験

７月29日…いろいろな打楽器に触れる体験

夏休み中の小学１年生～６年生　※保護者同伴も歓迎
 ※楽譜が読めなくてもOK。誰でも参加可能。

20名（先着順、保護者は定員に含まない）

２回講座で700円
※1回のみの場合でも同額、保護者の金額はいただきません。

７月１日（水）９時より

７月17日（金）17時まで

　４月１日、生活困窮者自立支援法が施行されました。
府中市社会福祉協議会では、府中市から委託を受け、自立相談支援事業を実施します。

トーンチャイムは
 『だれでも、いつでも、
どこでも演奏できる
普及型ハンドベル』

生活や仕事などの問題によって経済的にお困りの方の相談をお聞きし、
関係機関と連携しながら、問題解決の方法をともに考え、相談支援員が
お一人おひとりの状況に応じたサポートをしていきます。

事業内容

府中市にお住まいの方で、現在の状況が続くと経済的に困窮状態になる
可能性のある方。　※生活保護の受給者は対象となりません

対象となる方

・収入が減り､家賃や光熱費を滞納してしまい､家計のやりくりに困っている
・仕事が続かず、生活に困窮している
・いろいろな問題が重なってしまい、どこに相談したらいいのかわからない
　など
※ご家族など、まわりの方からの相談も受付いたします。

相 談 例

 0847－46－3334問い合わせ先

~~~~~~~~~~~

サウンドシェイプ

カホン
トゥバーノ
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ま
ご
こ
ろ

　

平
成
27
年
２
月
１8
日
か
ら
平
成
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年
5
月
12
日

ま
で
に
ご
寄
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く
だ
さ
い
ま
し
た
方
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え
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方
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追
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し
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こ
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ま
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あ
り
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い
ま
し
た
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（
敬
称
略
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◆
香
典
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し
◆

大
黒
町

永
井
町

朝
日
町

土
生
町

本
町

老
松
町

川
上
町

鵜
飼
町

元
町

本
山
町

府
川
町

高
木
町

母母父夫母妻母母夫夫父母母母夫母夫夫父父母夫父

ア
サ
ヨ

ツ
ル
コ

秀
幸

一
男

久
子

冨
喜
子

緑緑勝
巳

全
仁

滋
之

政
子

洋
子

ハ
ナ
ヨ
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夫
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代
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一
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男
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代

照
雄

光
義

高
木
町
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須
町
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柄
町

三
郎
丸
町

篠
根
町

目
崎
町
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石
町

諸
毛
町
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字
町

木
野
山
町

上
下

深
江

矢
多
田

井
永

階
見

福
山
市

間　
　

賢
三

横
溝　

裕
文

清
水　

正
視

橘
髙　

強
二

髙
橋　

伸
幸

橘
髙　

功
子

野
村　

誠
次

皿
海　

忠

岡
田　

健
一

山
路　

隆
英

山
路　

隆
英

安
藤　

貢

稲
葉　

泰
三

安
楽
寺

小
川　

聖
二

新
田　

多
佳
彦

掛　
　

恵
子

酒
井　

義
明

石
橋　

俊

平
田　

秀
明

下　
　

恒
藏

鍋
島　

正
浩

池
田　

敏
明

田
邊　

修
明

徳
毛　

和
代

秋
山　

満
則

滝
川　

ま
ゆ
み

岡
田　
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三

藤
岡　

榮

四
茂
野　

恭
彦
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晃
平
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名

父父母祖
母
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母

父母妻母母父母父祖
母

父母夫母父父母祖
母

姉父夫母夫父父父お
ば

萩
原 

次
郎

裕
昭
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實学ト
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江
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井
町
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須
町

井
口　

敬
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富
田　

寳
一

◆
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意
の
窓
口（
物
品
の
寄
贈
）◆

◆
一
般
寄
付
◆

◆
新
規
賛
助
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員
◆

◆
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舞
返
し
◆

洋
子
カ
ラ
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ケ
同
好
会

旭
小
学
校
ふ
れ
あ
い
委
員
会 

セ
イ
フ
テ
ィ
ー
信
和 

年
金
受
給
者
目
崎
地
区
協
会 

小
寺
カ
バ
ン
店 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
府
中 

門
田
歯
科
医
院 

サ
ダ
シ
ゲ
特
殊
合
板 

長
谷
川
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
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次
の
方
が
府
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
賛
助

会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 　
（
敬
称
略
）

土
生
町

中
須
町

木
野
山
町

矢
多
田

久
保　

司
朗

小
野　

米
子

平
田　

秀
明

佐
川　

伝
三

栗
柄
町

目
崎
町

上
下

福
山
市

徳
毛　

昭
子 

橘
髙　

孝
恵

能
島　

源
太
郎

花
田　

は
つ
代

大
村　

恭
子 

元
町

荻
原　

廣
司

山
田　

美
智
子

井
上　

信
治

永
井　

輝
明

平
川　

春
美

栗
本　

洋
行

竹
岡　

義
孝

杉
本　

有
弘　

杉
本　

泰
造

橘　
　

正
子

村
上　

博
子

内
海　

和
浩

石
川　

省
三

松
浦　

靖

川
原　

信
子

田
玄　

弘
江

佐
々
田　

隆
三

門
田　

賀
代
子

木
下　

清
子

和
田　

久
義

藤
木　

美
視

沢
田　

忠
仁

小
川　

輝
子

中
田　

一
郎

賛助会員 加入のお願い賛助会員 加入のお願い

１回 3,000円～7,000円 ※年間契約の場合は割引があります。

発行回数
掲 載 料

４回（３月、６月、９月、１２月）
町内会を通じて市内全戸に配付をしています。

社協だより「せせらぎ」に広告を掲載してみませんか？

掲載を希望される方は府中市社協　TEL（0847）47-1294  までご連絡ください。

　会費は、地域福祉事業（地区社協事業、ボ
ランティア活動の推進など）の資金になり
「安心・安全なまちづくり」を進めていく、大
切な資源となります。　
　皆さまのご協力をお願いします。

賛助会員　会費　１口　年額　2,000円
団体会員　会費　１口　年額　3,000円
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イイフクシ

〒726-0011  府中市広谷町919番地の3（府中市保健福祉総合センター内）
〒729-3431  府中市上下町上下869番地の5

TEL（0847） 47-1294   FAX（0847） 47-1055
TEL（0847） 62-2566　FAX（0847） 62-4903

社会福祉法人 広島県府中市社会福祉協議会
本　　所
上下支所

北 川 ク リ ニ ッ ク
TEL.0847-45-4572

TEL.0847-45-4571
府 中 市 元 町 4 3 - 1

介護療養型老人保健施設みのり
デイケアみのり

北川居宅介護支援事業所

介護用品・住宅改修のことなら

本店（上下）　 62-4806
府中店（鵜飼）46-4555

中央リハビリサービス
有限会社

社会医療法人社団陽正会

　皆様には、赤十字活動につきましてあたたかいご支
援とご協力をいただき厚くお礼申しあげます。
　赤十字は、国際的なネットワークにより、国境、人
種、宗教をこえて、人の命と健康を守るため、様々な人
道的活動を推進しています。
　赤十字の主な活動については、右に記載していま
す。これらの活動は、赤十字の活動に賛同いただいて
いる皆さまからのご寄付によって成り立っています。
　府中市地区では、今年も６月に、町内会を通じて、寄
付のお願いをさせていただきますので、あたたかいご
理解とご協力をよろしくお願いいたします。

ふくし相談センターからのお知らせ
つぎの日程で相談センターを開設していますので、ご利用ください。
会場 ： 府中市保健福祉総合センター（リ・フレ ２階）

窓口または電話（47-1294）で受付します。

事前に予約が必要です。（先着10名）予約受付時間：当日９：00～１３：00

日にち 時　間 内　容

一 般 相 談

司法書士相談

弁護士相談

毎週水曜日
(祝日・年末年始除く)

毎月第１水曜日

毎月第３水曜日

13：00～16：00
(受付は15：00まで)

13：00～16：00
(受付は15：00まで)

13：00～16：00

日常生活の中でのちょっとした
困りごとや心配事など

登記・相続等の手続きなどに
関する相談

財産・相続・金銭貸借・離婚等の
法律に関する相談

日本赤十字社広島県支部府中市地区からのお願い
5月から赤十字運動強化月間が始まりました

赤十字の主な活動

○災害援護活動
　・救援物資の搬送　・災害地での支援など
○医療事業
　・地域医療を支える病院づくり
　・災害時に直ちに活動できるよう医療体制づくり
○講習普及事業
　・病気やけがから身を守る講習会
　・お年寄りが健康にいきいきと過ごすための講習会など
○血液事業
　・献血をお願いし、血液が必要な人に 24時間態勢でお届け
○赤十字奉仕団
　・地域でのボランティア活動　・災害時の炊き出しなど
○青少年赤十字
　・学校教育を支援　・世界中の青少年赤十字メンバーとの交流
○国際活動
　・開発途上国での保健衛生活動
　・世界各地の災害や紛争による被災者に対する支援活動など


